















　This paper is a trial which is visualization of displacement and stress. Generally speaking, students belonging to a faculty of design are 
not skillful at dynamics.
So they become to dislike learning the dynamics. If students can see the current of force, they may be interested in the dynamics. 
Recently we can analyze various complex structures with Finite Element Method. Therefore, I tried to analyze some works. For example, 
there are the chair designed by student and two famous architectures, the Skyhouse and Villa Savoye. I show displacement and stress 
























　MIDAS GEN は、FEM により構造物の応力や変形を解
析する汎用構造解析ソフトである。FEM は、有限要素法
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４．まとめ
　学生の作品である椅子・菊竹清訓のスカイハウス・ル、
コルビュジェのサヴォア邸と、３例の変形・応力を見てき
た。FEM 解析ソフトによる鉛直荷重時・地震荷重時の解
析結果は色彩豊かに表示されており、本研究の目的である
「見える力学」が、些少ながら提示できたのではないかと
思う。この手法は、デザイン学部の学生に構造力学や構造
計画を理解させる有効な一つの方法であることが証明され
た。
　３例の解析によって、様々な発見があった。椅子の脚の
開きに対する改良点、スカイハウスの優れた構造、サヴォ
ア邸のスロープの働きは、解析してみなければ分からない
ことであった。
　筆者は、構造計画をするとき常にバランスを考慮してい
る。このバランスは、平面的・立面的なバランスであるが、
必ずしも整形なシンメトリーな形を意味するものではな
い。各階の重量の中心である重心と変形に対する抵抗要素
である剛性の中心すなわち剛心をなるべく近づけることで
あり、これが構造計画の要である。サヴォア邸の荷重偏心
（平面的バランス）・ピロティ柱（立面的バランス）は、要
となるバランスの悪しき例であることが面白い。勿論、地
震国における話であるから、フランスのパリ郊外にあるこ
の建築の価値は変わらない。
　「構造物を形作るすべての部材は、引張か圧縮の状態に
あるか又は両方の状態にあるかのいずれかである。」とい
う簡潔な真理にあらためて感動を覚える。複雑な解析技術
が日々進歩しているおかげで、複雑な構造物の構造解析が
可能になったが、最後はすべてこの真理に行きつく。ただ
し、この真理もニュートン力学の中のできごとであって、
素粒子の世界の量子力学ではまったく役に立たない。しか
し、我々の日常世界とミクロの世界は現実として繋がって
いるのである。なんとロマンチックなことであろうか。
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